
小小小田田田原原原ののの街街街なななみみみ再再再発発発見見見！！！ 国府津・昭和レトロの街なみ 2

暮らし・営みが偲ばれる懐かしい街なみを訪ね歩くシリーズ   加藤恭夫 

                                            国府津とい 
えば東海道線 
と御殿場線が 
分岐するロー 
カル駅だが、そ 
の昔はたいし 
た駅だ。東海道 
線は御殿場線 
が本線で国府 
津は機関庫が 
ある重要な駅 
だった。その面 
影が街並みに 
あり、レトロな 

建物がまだ残っている。 
 国道 1 号線を駅前から下って少しのところにその一つがある。
正面から鉄筋コンクリートか煉瓦造りに見えるが、横から見ると
木造のようだ。建築の方では「看板建築」という名もついている
と後から聞いた。関東大震災後、商店などに用いられた建築様式
で、ほとんどは名もない大工棟梁が建てたものだ。 
 「昔は呉服屋さんでしたよ。」スケッチをしていると、まちの
人が話しかけてくれる。お店に出入りする人たちで賑わっていた
様子がうかんだ。午後の陽が建物の横を照らしはじめる。隣にあ
る石造りの蔵が印象に残った。 
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風薫る５月がやってきた。新生活を迎えた人には、ほっとできるうれしい連休だ。小田原の５月は「北條まつり」で開ける。北條早雲の大河ドラマ

化や小田原城の木造化など「小田原の活性化」に向けて楽しみな動きが生まれ、今年の祭りも大いに盛り上がるはずだ。 

近隣ではこの時期アートフェスティバルが盛んだ。丹沢アートフェスティバル・大磯芸術祭。気になっていた画廊やレストラン、自宅開放のアトリエ

などを訪ねるにはいい機会だ。散歩気分で、ふらっと気軽に、作品や人との出会いを楽しみたい。市制 80 周年記念展平塚市美術館では、「棟方志功展」

「木下晋―祈りの心」を開催中だ。博物館・図書館との 3 館コラボ事業のおまけつきだ。5 月 27 日 NHK 日曜美術館の紹介前に行かれることをお勧め

したい。5 月の新九郎も、バラエティー豊かな展示でお待ちしています。 

         新新新九九九郎郎郎   ５５５月月月ののの展展展覧覧覧会会会のののごごご案案案内内内                              近隣・友の会会員の展覧会情報 

 

 

 
会  期 

展覧会名 
見どころ 

   
5/2(水)～7(月) 

野崎真治郎作陶展 

ラテン系の明るい色彩と優れ 

たデザイン感覚！楽しさに溢 

れています。❀長寿園陶芸倶楽 

部作品展 同時開催❀ 

1 

 
5/9(水)～14(月) 

光友会写真展 

メンバー8名による風景・花等 

中村稔先生の遺作を展示しま

す。 

 
5/17(木)～20（日）  

禅文化展覧会 

東泉禅院所蔵の書画による禅

文化の展覧会   

5/19(土)岸達志住職の講演 

 
5/21(月) 

新九郎デッサン会 

18:15-20:45 

コスチューム、固定ポーズ 

会費 1500 円 

 
5/23(水)-28(月) 

日野顯秀絵画展 

天性のカラリスト。花、風景、

人物等、自由な感性の赴くまま

に描かれた美しいものたち 

 
5/30 (水)～6/4(月) 

小田原絵札展 

西湘地区に縁のある、プロのイ

ラストレーター達によるオリ

ジナルのプレイングカード展 

会期・展覧会名 会場 

5/2(水)～5/7(月) 

第 16 回 百景展 

アオキ画廊 

0465-23-5624 

5/16(水)～5/21(月) 

第 9 回水彩画愛好会作品展 

アオキ画廊 

0465-23-5624 

5/17(木)～21(月) 

第 16 回柏水会展 

ツノダ画廊 

0465-23-4225 

5/2(水)～7(月) 

「書体いろいろ展」穂真書展 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

5/23(水)～28(月) 

第 35 回あらたま展 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

5/2(水)～5/7(月) 

大門雅総展 

お堀端画廊  

0465-23-7819 

5/9(水)～5/14(月) 

第 22 回小田楷水彩画展 

お堀端画廊  

0465-23-7819 

5/2(水)～13(日) 

斎藤史門・牧嶋成仁 

ぎゃらりー ぜん  

0463-83-4031 

5/16(水)～25(金) 

My Cat 2012 

ぎゃらりー ぜん  

0463-83-4031 

5/8(火)～27(日) 

第 8 回 OPINION OF ART 

すどう美術館 

0465-36-0740 

5/23(水)～5/27(日)  第 65 回

市展 （洋画・日本画・彫塑） 

小田原市生涯学習センタ

ーけやき 0465-33-1709 

4/29(火)～5/29(火)小田原近郊

スケッチの会 SUMI CLUB 

秦野戸川公園ﾊﾟｰｸｾﾝﾀｰ内 

0463-87-9300 

小田原邸園交流三館連携事業 

三三三館館館共共共通通通 PPPRRR ポポポスススタタターーー制制制作作作   

のののたたためめめののの写写写真真真募募募集集集   
小田原文学館、松永記念館、清閑亭の３館を、邸園交流（邸

園物語）という切り口で PR するために、平成 25 年度３

館共通の PR ポスターを制作します。そのポスターに使用

する写真を春、夏、秋の季節ごとに公募します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・文学館、松永記念館、清閑亭それぞれの建物と庭園を被
写体とした作品を募集。 

・サイズ：四つ切り（ワイド可） 
・撮影期間：4月 1日～5月 31 日（＊撮影期日は今年に限
りません） 

・応募期間：平成 24 年 4月 1 日～5月 31 日 
※詳しくは清閑亭にお問合せ下さい。 
〒250-0013 小田原市南町 1-5-73 
☎0465-22-2834 



第１７回 ア ト リ エ 訪 問         日 野 顕 秀   小田原栄町在住 
もう 10 年以上前になろうか。初めて

銀座の文藝春秋画廊で拝見した感動は
今も忘れていない。以来、ずっと発表を
楽しみにし続けているファンの一人と
して、今回のアトリエ訪問は、大変光栄
な機会だった。 
帽子をかぶり画材の入ったバックを

もち、街中を軽快に歩く日野さんをお見
かけした方は多いのではないだろうか。
奥様を優しくエスコートされ仲睦まじ
いお二人を私はよくお見かけする。日野
さんのアトリエは、小田原の栄町。生活
には便利な街中にお住まいだ。   
２階へご案内いただく途中、壁に掛け

られた書や絵に眼が止まってしまう。実
に気持ちの良い書であり、絵である。「ま
た会えてよかった」高揚感で胸が高まっ
ていく。 

 
日当た

りのいい
広々とし
たアトリ
エに入る
と、真っ
先に目に
飛び込ん
できたの

は大きなスピーカーの備わったオーデ
ィオ機器だった。無類の音楽好きである
ことは有名だったが、今までの仕事量を
伝えるすごい数の筆と絵具が置かれた
仕事机を前に、この機器に圧倒されてし
まった。ますます興味の湧く日野さんに
ついて、奥様も交えてじっくりとお話を
伺った。 
日野さんのご出身は山形だ。あの「山

寺」から少し離れた町の浄土真宗のお寺
のお生まれだ。物心ついた時から絵を描
くことが好きで、母親から毎日１枚の紙
をもらっては絵を描いていた子供だっ
たという。この頃の絵を、勢いのある力
強い絵だったと、今でもしっかり覚えて
いるという。描いた絵を手放しでほめて
くれたというお母様から、大きな影響を
受けていられた。明治２９年生まれで、
バイオリンと共に嫁入りされたお母様
であったが、その時代、寺の嫁の日常に
はバイオリンを弾く時間は持てなかっ
たはずだ。そのＤＮＡは日野さんの中で
開花する。日野さんは学生時代地元のア
マチュアのオーケストラでバイオリン
を弾いていたそうだ。山形交響楽団のコ
ンサートマスターからは音の正確さを
ほめられたという。そのバイオリンは自
己流というのも信じがたい話だ。アトリ
エでは、バロックから古典、オペラまで
何でもよく聴くという。もっとも好きな

のはモーツァルト。日野作品から醸し出
される明るさと温かさは、作家の放つ音
楽が溢れたものかと、なぜか納得できた。
しかし音楽を聴いて描いているのでは
ないのだとも。音楽と絵画、さらには短
歌 どれをとっても専門家をうならせ
た非凡な感性を持つ「画家」のルーツを
追った。 
中学、高校時代は美術部員だったが、

高校で初めて『自分は絵描きになりたい』
と自覚したという。しかし将来を心配し
たご家族の反対もあり、大学は「電気」
の専門に進むことになる。理系のご出身
なのである。 
上京後は、銀座の画廊や美術館で毎週

のように絵を見て歩いていたという。絵
を描いてはいなかったこの時期に多く
の絵に触れたことは、その後の人生の中
で大変勉強になっていると振り返る。
「良い絵がわかった」ともいわれる。日
野さんが再び絵を描き始めたのは、皮肉
にも学生時代大病に見舞われ、長期療養
という自由な時間を持つ中でのことだ
った。恵まれた感性は、この時期『短歌』
にも出会う。初心者にあって、ここでも
一流の評価を受けたという。その同じ師
のもとで、運命的な出会いをされたのが
今の奥様である。今でもお二人は短歌を
詠み続けている。何ともドラマチックな
人生である。 
そのきっかけは奥様の一言から始ま

った。出会いから日野さんの豊かな才能
に気づき認めていた奥様は、初めて絵を
観たときにも思わず「画家になれば？」
というほどの力を感じ取ったという。そ
の一言が、日野さんの人生を決定づけた。 
奥様の住む小田原に居を構え、日野さ

んの『絵描き』としての生活はスタート
した。もちろん仕事を持ちながらの制作
である。その後、第１回目の個展を、開
廊したばかりの飛鳥画廊で開催する。日
野さん３６歳の時である。その作品は井
上三綱画伯にも絶賛されたという。それ
以降，三綱さんは個展はすべて観に来て
くれたのだという。 
文藝春秋画廊での個展のパンフレッ

トを拝見した。そこにはなんと同郷の今
泉篤男氏の推薦文が紹介されていた。
「今泉篤男」といえば、国立近代美術館
の設立に尽力し、京都国立近代美術館館
長として日本の近代美術を牽引してき
た日本を代表する美術評論家である。そ
の一番弟子として可愛がって下さった
という師は、「構成の良さ、枝振り葉群
れの色付けのコントラストの良さは調
和のとれた画面をもたらし、楽しく親し
みのあるほっとした安らぎを感じる。」
という賛辞と共に，「天真なる精進が日

野君の身上」と言葉を寄せられていた。
日野作品を『悠然とした明るさと温かさ
に包まれる』とその的確な表現にも感服
した。 
銀座の文藝春秋画廊を紹介したのは、

匠秀夫（神奈川県立近代美術館館長）だ
った。匠氏は「色彩の魔術師」とその色
彩を評した。二人の師を喪った痛手は大
きかったが、この出会いがあったからこ
そ今の自分があるのだという。 
初めて奥様にお目にかかった時、私に

は日野作品と重なって映った。自由さと
華やかさ、心地よい画面はまさに奥様そ
のものに見えた。日野さんはモチーフを
見たときに完成した絵が思い描けるの
だという。思想や理屈でない絶対的なも
の。音楽に絶対音楽があるように美術に
も絶対美術があってよい。自分の絵はそ
れに近づけたいと常に思って描いてい
るのだとアトリエの作品を例に語って
下さった。アトリエに掛けられたお気に
入りの作品を見ると、常に新しいものに
チャレンジし続けていることがよく見
える。自分の絵かきとしての仕事は富士
山に例えるとまだ５合目だという。若い
頃ある画家に作品を直され、自分の絵で
はなくなってしまった苦い思い出があ
る。今は、自分の目を信じ、迷いはない
という。あと１５年、描きたいものをた
めらいなく描く、頂上を目指して描き続
けると、力強く語る声が清々しい。 
最愛の奥様にコーヒーを淹れて差し

上げる所作が実に自然体だ。長年連れ添
った日野さんを、知り合った時から全く
変わらないとおっしゃる。「人の好い人
は多いけれど人柄の良い人はめったに
いないの。彼は本当に人柄がよいの。」
お隣の夫を心から敬い信頼を寄せる姿
は、まぶしいほど美しい。最後に記念の
お写真をお願いした。さりげなく奥様の
髪に手を添え『この方が若く見えるよ』

とおっ
しゃり
笑顔を
向けて
くださ
ったお
二人は、
まだ覚
めぬ乙
女と青

年のように永遠を感じさせる美しさに
溢れていた。 
新九郎２度目の個展のテーマは「生き

生き」。今を生きる「日野ワールド」は、
必見。今から期待が膨らんでいる。 

（新九郎友の会 木下和子） 

４
月
の
こ
と 

世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る
現
代
美
術
家
、
杉
本

博
司
氏
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
現
在
小
田
原
市
江

の
浦
に
舞
台
、
作
品
展
示
室
、
茶
室
な
ど
を
配
し

た
芸
術
文
化
施
設
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
古
代
か
ら
現
代
に
わ
た
る
美
術
お
よ
び
演
劇

を
軸
に
、
時
代
や
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
芸
術
文
化

の
振
興
活
動
を
通
じ
、
世
界
的
な
視
野
に
た
っ
て

文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

能
な
ど
の
古
典
芸
能
か
ら
現
代
演
劇
ま
で
の
企

画
、
制
作
、
公
演
を
行
い
、
ま
た
既
成
の
価
値
観

に
と
ら
わ
れ
ず
に
収
集
さ
れ
た
『
杉
本
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
』
の
保
存
お
よ
び
公
開
展
示
を
通
し
て
、
日

本
文
化
を
広
い
視
野
で
次
世
代
へ
継
承
す
る
活
動

を
行
う
」
と
い
う
も
の
だ
。 

 

そ
の
杉
本
博
司
氏
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
は
じ
ま
り
の
記
憶
」
が
渋
谷
シ
ア
タ
ー
・
イ
メ

ー
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
上
映
さ
れ
て
い
る
の
で
見
て

き
た
。
デ
ビ
ュ
ー
作
の
「
ジ
オ
ラ
マ
」
をM

O
M

A

へ
売
り
込
ん
だ
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
代
表
作
「
海

景
」
に
つ
い
て
語
る
杉
本
氏
、
４
０
万
ボ
ル
ト
の

電
流
を
流
す
科
学
の
実
験
の
よ
う
な
制
作
風
景
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
分
ま
で
作
る
と
い
う
弁
当
を
ス
タ

ッ
フ
一
同
と
食
べ
る
シ
ー
ン
、
普
段
の
ま
ま
の
杉

本
氏
の
活
動
が
映
し
出
さ
れ
て
い
く
。
ラ
ス
ト
シ

ー
ン
は
江
之
浦
の
海
を
見
渡
し
て
い
た
。
杉
本
氏

が
江
之
浦
の
地
を
選
ん
だ
と
い
う
の
も
、
幼
少
の

頃
こ
の
沿
線
を
汽
車
で
旅
行
し
た
時
の
は
じ
め
て

の
記
憶
と
し
て
、
め
が
ね
橋
の
間
か
ら
見
た
水
平

線
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。 

 

こ
の
映
画
が
、
秋
開
催
の
「
第
６
回
小
田
原
映

画
祭
」
で
上
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ア

ー
ト
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
、
小
田
原
を
愛
す
る
全

て
の
方
に
見
て
頂
き
た
い
映
画
だ
。
小
田
原
に
来

る
偉
大
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
知
る
た
め
に
。
○木 

 

カラトアクエレル STAEDTLER 

水彩色鉛筆ぬりえ教室 
水彩色鉛筆でぬりえに挑戦しては！ 
講師が水彩色鉛筆の使い方や描き 
方のポイントをお教えしますので、 
初心者の方でも安心です！ 
           開催日 
          5 月 19 日（土） 
          11:00～12:30  
                 13:30～15:00   

                 15:20～16:50 
              （各回定員 6名） 

参加費 ￥2,500（税込） 

                      ・カラトアクェレル 12 色 

           ・ウォーターブラシ 

お問合せ＆場所 教材は終了後お持帰り頂けます

伊勢治書店本店 2F 文具コーナー 

TEL.0465-21-3386 


